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本年度後半の見通しは「横ばい」が目立って増加
参院選結果の日本経済への影響について、「成長を鈍化させる」が過半数

2007年9月（第82回）景気定点観測アンケート

済同友会は９月７日、2007

年９月期の景気定点観測

アンケート調査結果を発表した

（回答数231名）。

今回の調査では、景気の現状

について「拡大している」「緩や

かに拡大している」との回答が

引き続き最も多いものの、「横ば

い」との回答が業種・地域を問

わず増加。07年度後半も引き続

き、景気は「緩やかに拡大する」

ては、「成長を鈍化させる」「ど

ちらかといえば鈍化させる」が

あわせて52.4％と過半数を占め

た。政治が今後優先的に取り組

むべき課題としては、「歳出削減

の徹底」を１位とする回答が最

多で、「医療・介護・年金制度の

一体的見直し」が続いた。重要度

の順位を考慮してスコアリング

すると、「医療・介護・年金制度

の一体的見直し」が１位だった。

との見方が多いものの、「横ばい」

との回答が目立って増加した。

「拡大する」「緩やかに拡大する」

の合計は59.0％で、これは2005

年3月調査（41.5％）以来の低水

準となっている。

また、今回のトピックスとし

て「経済見通し」、「参議院議員

選挙結果を受けて」の２項目に

ついて調査を行った。選挙結果

が日本経済に与える影響につい

経

現在のわが国の景気動向をどのように
判断されますか。
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（回答比％） 

前回調査に比べ、「横ばい」が7.3％増加。「拡大」「緩やか
に拡大」の合計は80％を割り込んだ。

景気の現状について

Q

2007年度後半（07年10月～08年3月）の
景気についてどのようにお考えですか。

（回答比％） 
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※注）今回調査の景気判断の数値です。 
＊注）07年3月時の回答は07年4月～07年9月、 
　　　07年6月時の回答は07年7月～07年12月についての見通しです。 
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2007年度後半（07年10月～08年
3月）の景気見通しについて

Q

今回の選挙結果は、日本の経済成長にどのよ
うな影響を与えると思われますか。
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回答数 223名 
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選挙結果を踏まえ、政治が今後優先して取り
組むべき課題は何だと思われますか。重要と
思われるものから順に3つお選び下さい。
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外交・安全保障 

地球環境問題 

教育改革 

政治とカネの問題 
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回答数＝231名 

平均スコアは、1位：3点、2位：2点、3位：1点、 
順位をつけていない回答は2点、4位以下：0点として算出 
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トピックス――第21回参議院議員選
挙結果を受けて


